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　時は第一次世界大戦最中の1915年。鋭敏な感受性を有するバル
トークにとって、台頭する民族主義への傾注はさらに深くなった
ことだろう。同時に終局を迎えつつあるオーストリア・ハンガリー
帝国にあって、ハプスブルク王朝時代から連綿と続くウィーンの
音楽変化にも神経を尖らせキャッチしていたに違いない。自身の
音楽が研ぎ澄まされていく感覚を抱きながら作曲したであろう第2番
の弦楽四重奏曲（1915-17）を核に据え、同時代の同じようなバック
ボーンの中からそれぞれの音楽のスタイルの象徴とも言うべき作品
を創りだしたヤナーチェクやベルクと対比させ、対峙してみてはどう
だろうかと提案して作ったのが今回のプログラムである。
　ヤナーチェクは少し年長なこともあり、既に自身の内なる声に
より忠実に向き合う音楽を作っていたが、なかでも《クロイツェル・
ソナタ》は傑作中の傑作。現代のクァルテットにとって欠くことの
できない大切なレパートリーだ。ベルクは音楽の中心地ウィーンに
あってバルトークやヤナーチェクとは異なる課題と向き合いながら、
こちらもベルクにしか書けない作品を丁寧に生み出した。《抒情
組曲》は彼の十二音音楽の一つの極ともいえる作品だが、演奏レベル

が飛躍的に向上したいまの時代だからこそ、ようやくその全貌が
理解できるようになってきているのではないだろうか。
　21世紀に入って若手弦楽器奏者のレベルアップとアンサンブル
能力の向上は著しい。そうした変化が多くの若手を弦楽四重奏へと
駆り立てていることは間違いない。若い彼らにとって、このジャンル
はとても魅力的な対象なのだ。しかし同時に弦楽四重奏団として
生計を立てていくことは限りなく難しい。一見ブームとも見えるこの
世界的潮流（ブームだけに一瞬にして滅ぶ危険性も大いに孕んで
いる）の中にあって、クァルテット・インテグラも、そろそろ生き
残りを賭けた局面に向き合わなければならない時期に近づいている
であろう。21世紀のアジアに生まれ、アジア、アメリカでその
アイデンティティを築いた4人の若手が、バルトーク、ヤナーチェク、
ベルクのように自身のアイデンティティ、クァルテットとしての
アイデンティティを確立できるか。挑戦の扉が開いている時間は
思っている以上に短いはずだ。健闘を祈りたい。

プログラミング・ディレクター　西巻正史


